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新入社員研修について

3 小松商工会議所［2015.5］

悩みを抱えたままにしていませんか？

経営相談

記帳機械化

金融（融資）相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。
相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　4月6日（水）、20日（水）
予約　☎076-221-6141

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 4月7日、14日、21日、28日
　　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁護
士会）にてご予約ください。

記帳機械化委託事業所募集
■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト（ネットde青
色申告）への伝票入力のできる方
☞詳しくは、小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121

若手従業員向けフォローアップ研修を開催します。
コミュニケーション・チームワーク・モチベーション向上など働くた

めの基礎的スキルをテーマに下記日程でセミナーを開催致します。
日　時●平成28年6月9日（木）
　　　　9：00～16：30
場　所●小松商工会議所
対象者●若手従業員
　　　　（新入社員も受講できます）
定　員●30名

受講料●会員事業所　3,000円
　　　　一般　　　　5,000円
　　　　（昼食代、資料代含む）
※詳しくはHPにてご確認ください。
申し込み・問い合わせ
経営支援課　川島　☎21-3121

今月の利率
（平成28年2月20日現在）

平成27年度（2月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 18　件

10,390万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.15％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 3　件

880万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 23　件

9,155万円

4　件
3,200万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

4　件

15,400万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

15　件

24,700万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

19　件

22,135万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

中小企業
相談
コーナー

新入社員研修について

若手従業員向けフォローアップ研修を開催します。

Q．
若手従業員向けフォローアップ研修を開催します。
コミュニケーション・チームワーク・モチベーション向上など働くた

めの基礎的スキルをテーマに下記日程でセミナーを開催致します。
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LOBO調査
景況天気予報

調査期間：2016年2月15日～19日
調査対象：全国の422商工会議所が2,,959企業
　　　　　にヒアリング
「LOBO調査とは」・・全国の商工会議所の FAXとコンピュー
タで結んだ早期景気観測調査

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表
す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値
の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味す
る。

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲18.2 ▲38.5 ▲16.1 ▲24.0

▲23.8 ▲37.5 ▲13.7 ▲13.0

▲19.7 ▲9.1 ▲16.0 ▲18.2

▲34.0 ▲44.0 ▲32.2 ▲43.5

▲15.5 ▲17.9 ▲12.3 ▲18.5
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設
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改
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低
価
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え
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す
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近
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。
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．
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）

2月の全産業合計の
業況DI 値

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

3.2％

2.7％

211万人

（前月3.3％）

（10～12月期）

（前月204万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.28倍

1.57倍

1.07倍

（前月1.27倍）

（前月1.62倍）［原数値]

（前月1.15倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.69倍 1.96倍 1.36倍 1.53倍 1.28倍

▲22.8
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お知らせinformation

5 4小松商工会議所［2016.4］

石川県産業創出支援機構

無
料
相
談

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
開
設

　
２
０
１
６
年
３
月
１
日
に
石

川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
小
松

サ
テ
ラ
イ
ト
が
小
松
商
工
会
議

所
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。中
小

企
業・小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が

抱
え
る
経
営
上
の
お
悩
み
の
相

談
を
、無
料
で
専
門
家
が
ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。ご
利
用
対
象

は
、商
工
会
議
所
会
員
様
は
も
ち

ろ
ん
、会
員
様
以
外
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
で

は
、中
小
企
業
診
断
士
が
１
名

常
駐
し
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て

専
門
家
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
致

し
ま
す
。ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
☎（
０
７
６
１
）21・１
１
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
６
１
）21・３
１
２
０

E-m
ail:yorozu@

isico.or.jp

　
商
工
会
議
所
で
は
、
商
工
業
・
地
域
社
会
の
振
興
発
展
の
為
、
国
・
県
・

市
な
ど
の
支
援
・
指
導
の
も
と
、
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
種

多
様
の
講
習
会
の
開
催
も
メ
イ
ン
事
業
の
一
つ
で
す
。

　
本
年
度
は
左
記
の
通
り
講
習
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
随
時
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
講
習
会
に
関
す
る
ご
希
望
・
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
３
月
13
日
、
本
所
３
階
大
ホ
ー

ル
に
て
、
日
本
珠
算
連
盟
優
良
生

徒
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
27

年
度
小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
小
松
珠
算
連
盟
加
入
塾
に
在
籍

し
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
生

徒
に
対
し
表
彰
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
年
度
は
25
名
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

サブコーディネーター
久田　高志 （中小企業診断士） 

被表彰者の三ッ橋　心温さん

平
成
28
年
度 

講
習
会
開
催
予
定
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

申し込み先申し込み先

小松商工会議所　経営支援課  ☎ 0761-21-3121
 FAX 0761-21-3120

平
成
27
年
度

小
松
珠
算
連
盟 

優
良
生
徒
表
彰
式

平
成
27
年
度

小
松
珠
算
連
盟 

優
良
生
徒
表
彰
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
ッ
橋
心
温
（
稚
松
小
）

泊
　あ
か
り
（
東
陵
小
）

岡
本
　真
奈
（
東
陵
小
）

泉
川
　愛
生
（
東
陵
小
）

中
村
　栞
望
（
安
宅
小
）

前
出
　悠
杜
（
安
宅
小
）

村
田
　日
菜
（
安
宅
小
）

小
前
田
光
理
衣
（
串
　小
）

鹿
野
　誉
人
（
串
　小
）

末
澤
　龍
也
（
動
橋
小
）

東
野
　
　栞
（
月
津
小
）

北
出
　芽
唯
（
月
津
小
）

藤
井
乃
々
香
（
東
陵
小
）

村
中
か
の
子
（
東
陵
小
）

中
坂
　杏
美
（
東
陵
小
）

寺
門
　美
奈
（
東
陵
小
）

辻
　奈
都
実
（
東
陵
小
）

光
岩
　里
華
（
第
一
小
）

平
野
　貴
大
（
第
一
小
）

谷
口
　達
行
（
西
尾
小
）

宮
田
　和
弥
（
犬
丸
小
）

杉
山
　雷
和
（
犬
丸
小
）

森
田
　聖
梨
（
犬
丸
小
）

北
橋
　春
佳
（
犬
丸
小
）

北
川
　莉
帆
（
犬
丸
小
）

＊
被
表
彰
者
　25
名

平成28年度  国内外販路開拓・展示会出展
支援事業費補助金のご案内

－ 展示会出展にかかる経費を補助します！ －
平成28年度は新たに首都圏以外も対象エリアに加え、
国内外で開催される展示会への出展に対する補助を行います。

補助対象事業　国内外で開催される展示会や見本市等への出展事業　※県内で開催される展示会は除きます。
対 象 者　県内に主たる事業所を有する中小企業者、個人事業主
事 業 期 間　平成28年４月１日以降に開始し、平成29年３月31日までに完了する事業
補助対象経費　出展小間料、小間装飾費、展示品輸送費、印刷物作成費、展示会での通訳費（国外のみ）など
補助金限度額　国内：30万円 （20万円）　国外：80万円 （50万円）

（ 　）内は平成26年度、27年度で採択された展示会と同一の展示会に出展する事業者
但し、いずれも補助金額が10万円以上の事業が対象

補 助 率　補助対象経費の１／２
そ の 他　・他の展示会の補助金と本補助金との重複申請は認められません。

・１事業者で複数の展示会を併せて申請することはできません。
・本年度の補助金の交付は１事業者につき１回に限ります。
・平成28年度中に支払った経費が補助対象となります。
・消費税及び地方消費税については対象外です。
・補助金の支払いは、事業終了後、精算払いとなります。

【募集時期（予定）】
平成28年4月1日～5月初旬
詳しくは県ホームページ、ISICO DGnet

等でお知らせいたします。

石川県商工労働部産業政策課 競争力強化推進グループ
TEL：076-225-1512
（公財）石川県産業創出支援機構 販路開拓課
TEL：076-267-1140

問い合わせ問い合わせ

ハローワーク
からのお知らせ

① 

事
業
主
に
よ
る
職
場
情
報
の
提
供
の
義
務
化

 

【
平
成
28
年
３
月
１
日
施
行
】

　
新
卒
者
の
募
集
を
行
う
企
業
に
対
し
、
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
幅

広
い
情
報
提
供
を
努
力
義
務
と
し
、
応
募
者
等
か
ら
の
求
め
が
あ
っ

た
場
合
は
、
次
の（
ア
）〜（
ウ
）の
３
類
型
ご
と
に
１
つ
以
上
の
情
報

提
供
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

（
ア
）
募
集
・
採
用
に
関
す
る
状
況

（
例
え
ば
、
過
去
３
年
間
の
採
用
数
や
離
職
者
数
等
）

（
イ
）
労
働
時
間
な
ど
に
関
す
る
状
況

（
前
年
度
の
月
平
均
所
定
外
労
働
時
間
の
実
績
等
）

（
ウ
）
職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
に
関
す
る
状
況

（
自
己
啓
発
支
援
の
有
無
及
び
内
容
等
）

② 

労
働
関
係
法
令
違
反
の
事
業
主
に
対
す
る
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
新
卒

者
向
け
求
人
の
不
受
理 

【
平
成
28
年
３
月
１
日
施
行
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
一
定
の
労
働
関
係
法
令
違
反
が
あ
っ
た
事
業

所
な
ど
か
ら
の
新
卒
者
の
求
人
申
込
み
を
受
け
付
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③ 

優
良
な
中
小
企
業
の
認
定
制
度
の
創
設

　
青
少
年
に
関
す
る
雇
用
管
理
の
状
況
が
優
良
な
中
小
企
業
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
新
た
な
認
定
制
度（「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
制

度
」）は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
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先
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松（
☎
０
７
６
１・２４・８
６
０
７
）

　
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
を
図
り
、能
力
を
有
効
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、青
少
年
に
対
し
て
適
切
な

職
業
選
択
の
支
援
に
関
す
る
措
置
や
職
業
能
力
の
開
発・向

上
に
関
す
る
措
置
を
総
合
的
に
行
え
る
よ
う
に
青
少
年
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律（
若
年
雇
用
促
進
法
）な
ど

が
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

【予告】予算決定前であり、内容が変更する可能性があります。応募の際は、必ず募集要項等をご確認ください。
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石川県産業創出支援機構

無
料
相
談

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
開
設

　
２
０
１
６
年
３
月
１
日
に
石

川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
小
松

サ
テ
ラ
イ
ト
が
小
松
商
工
会
議

所
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。中
小

企
業・小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が

抱
え
る
経
営
上
の
お
悩
み
の
相

談
を
、無
料
で
専
門
家
が
ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。ご
利
用
対
象

は
、商
工
会
議
所
会
員
様
は
も
ち

ろ
ん
、会
員
様
以
外
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
で

は
、中
小
企
業
診
断
士
が
１
名

常
駐
し
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て

専
門
家
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
致

し
ま
す
。ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
☎（
０
７
６
１
）21・１
１
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
６
１
）21・３
１
２
０

E-m
ail:yorozu@

isico.or.jp

　
商
工
会
議
所
で
は
、
商
工
業
・
地
域
社
会
の
振
興
発
展
の
為
、
国
・
県
・

市
な
ど
の
支
援
・
指
導
の
も
と
、
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
種

多
様
の
講
習
会
の
開
催
も
メ
イ
ン
事
業
の
一
つ
で
す
。

　
本
年
度
は
左
記
の
通
り
講
習
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
随
時
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
講
習
会
に
関
す
る
ご
希
望
・
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
３
月
13
日
、
本
所
３
階
大
ホ
ー

ル
に
て
、
日
本
珠
算
連
盟
優
良
生

徒
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
27

年
度
小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
小
松
珠
算
連
盟
加
入
塾
に
在
籍

し
、
他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
生

徒
に
対
し
表
彰
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
年
度
は
25
名
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

サブコーディネーター
久田　高志 （中小企業診断士） 

被表彰者の三ッ橋　心温さん

平
成
28
年
度 

講
習
会
開
催
予
定
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

申し込み先申し込み先

小松商工会議所　経営支援課  ☎ 0761-21-3121
 FAX 0761-21-3120

平
成
27
年
度

小
松
珠
算
連
盟 

優
良
生
徒
表
彰
式

平
成
27
年
度

小
松
珠
算
連
盟 

優
良
生
徒
表
彰
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
ッ
橋
心
温
（
稚
松
小
）

泊
　あ
か
り
（
東
陵
小
）

岡
本
　真
奈
（
東
陵
小
）

泉
川
　愛
生
（
東
陵
小
）

中
村
　栞
望
（
安
宅
小
）

前
出
　悠
杜
（
安
宅
小
）

村
田
　日
菜
（
安
宅
小
）

小
前
田
光
理
衣
（
串
　小
）

鹿
野
　誉
人
（
串
　小
）

末
澤
　龍
也
（
動
橋
小
）

東
野
　
　栞
（
月
津
小
）

北
出
　芽
唯
（
月
津
小
）

藤
井
乃
々
香
（
東
陵
小
）

村
中
か
の
子
（
東
陵
小
）

中
坂
　杏
美
（
東
陵
小
）

寺
門
　美
奈
（
東
陵
小
）

辻
　奈
都
実
（
東
陵
小
）

光
岩
　里
華
（
第
一
小
）

平
野
　貴
大
（
第
一
小
）

谷
口
　達
行
（
西
尾
小
）

宮
田
　和
弥
（
犬
丸
小
）

杉
山
　雷
和
（
犬
丸
小
）

森
田
　聖
梨
（
犬
丸
小
）

北
橋
　春
佳
（
犬
丸
小
）

北
川
　莉
帆
（
犬
丸
小
）

＊
被
表
彰
者
　25
名

平成28年度  国内外販路開拓・展示会出展
支援事業費補助金のご案内

－ 展示会出展にかかる経費を補助します！ －
平成28年度は新たに首都圏以外も対象エリアに加え、
国内外で開催される展示会への出展に対する補助を行います。

補助対象事業　国内外で開催される展示会や見本市等への出展事業　※県内で開催される展示会は除きます。
対 象 者　県内に主たる事業所を有する中小企業者、個人事業主
事 業 期 間　平成28年４月１日以降に開始し、平成29年３月31日までに完了する事業
補助対象経費　出展小間料、小間装飾費、展示品輸送費、印刷物作成費、展示会での通訳費（国外のみ）など
補助金限度額　国内：30万円 （20万円）　国外：80万円 （50万円）

（ 　）内は平成26年度、27年度で採択された展示会と同一の展示会に出展する事業者
但し、いずれも補助金額が10万円以上の事業が対象

補 助 率　補助対象経費の１／２
そ の 他　・他の展示会の補助金と本補助金との重複申請は認められません。

・１事業者で複数の展示会を併せて申請することはできません。
・本年度の補助金の交付は１事業者につき１回に限ります。
・平成28年度中に支払った経費が補助対象となります。
・消費税及び地方消費税については対象外です。
・補助金の支払いは、事業終了後、精算払いとなります。

【募集時期（予定）】
平成28年4月1日～5月初旬
詳しくは県ホームページ、ISICO DGnet

等でお知らせいたします。

石川県商工労働部産業政策課 競争力強化推進グループ
TEL：076-225-1512
（公財）石川県産業創出支援機構 販路開拓課
TEL：076-267-1140

問い合わせ問い合わせ

ハローワーク
からのお知らせ

① 

事
業
主
に
よ
る
職
場
情
報
の
提
供
の
義
務
化

 

【
平
成
28
年
３
月
１
日
施
行
】

　
新
卒
者
の
募
集
を
行
う
企
業
に
対
し
、
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
幅

広
い
情
報
提
供
を
努
力
義
務
と
し
、
応
募
者
等
か
ら
の
求
め
が
あ
っ

た
場
合
は
、
次
の（
ア
）〜（
ウ
）の
３
類
型
ご
と
に
１
つ
以
上
の
情
報

提
供
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

（
ア
）
募
集
・
採
用
に
関
す
る
状
況

（
例
え
ば
、
過
去
３
年
間
の
採
用
数
や
離
職
者
数
等
）

（
イ
）
労
働
時
間
な
ど
に
関
す
る
状
況

（
前
年
度
の
月
平
均
所
定
外
労
働
時
間
の
実
績
等
）

（
ウ
）
職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
に
関
す
る
状
況

（
自
己
啓
発
支
援
の
有
無
及
び
内
容
等
）

② 

労
働
関
係
法
令
違
反
の
事
業
主
に
対
す
る
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
新
卒

者
向
け
求
人
の
不
受
理 

【
平
成
28
年
３
月
１
日
施
行
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
一
定
の
労
働
関
係
法
令
違
反
が
あ
っ
た
事
業

所
な
ど
か
ら
の
新
卒
者
の
求
人
申
込
み
を
受
け
付
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③ 

優
良
な
中
小
企
業
の
認
定
制
度
の
創
設

　
青
少
年
に
関
す
る
雇
用
管
理
の
状
況
が
優
良
な
中
小
企
業
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
新
た
な
認
定
制
度（「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
制

度
」）は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松（
☎
０
７
６
１・２４・８
６
０
７
）

　
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
を
図
り
、能
力
を
有
効
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、青
少
年
に
対
し
て
適
切
な

職
業
選
択
の
支
援
に
関
す
る
措
置
や
職
業
能
力
の
開
発・向

上
に
関
す
る
措
置
を
総
合
的
に
行
え
る
よ
う
に
青
少
年
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律（
若
年
雇
用
促
進
法
）な
ど

が
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

事
業
主
等
の
皆
さ
ま
へ

【予告】予算決定前であり、内容が変更する可能性があります。応募の際は、必ず募集要項等をご確認ください。
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商工会議所検定試験商工会議所検定試験
～あなたの挑戦が、新たな可能性をもたらす～

　商工会議所の検定試験は、「商工会議所法」に基づき、統一基準で実施される「公的資格」の検
定試験であり、確かな人材育成の実績が、各企業から高い信頼を得ています。主に、社会人とし
て価値のある実務的な資格検定を多く取り入れ、これらの資格は社会人にとって大きな財産
となるはずです。自分の能力を「かたち」として表現することは、これからの時代において重要
な役割を果たします。

  福祉住環境コーディネーター検定試験®
　バリアフリーリフォームに役立つ知識
　福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障がい者に対して、できるだけ自立しいきいきと生活できる住
環境を提案するアドバイザーです。医療・福祉・建築について体系的に幅広い知識を身に付け、各種の専門家
と連携をとりながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。
　バリアフリーとは、段差をなくしてスロープを付けることだけではありません。年のとり方が人それぞれで
あるように、必要とされるニーズも千差万別です。そのため、クライアントの特性にマッチした住環境を提
案・実現するには、様々な分野の専門家とわたり合い調整を行うことのできる総合的な知識が欠かせません。

　超高齢化社会を迎えた日本で、ますます存在感が高まる検定試験
　わが国は世界でも類を見ない速さで超高齢社会に突入しており、あらゆる業界において高齢者を意識したビ
ジネスに大きくシフトしつつあります。このような状況の中、この検定試験で身に付けることのできる「医療
×福祉×建築」の総合的な知識は、必ずや企業における武器となります。

　リテールマーケティング（販売士）検定
　販売士検定で「販売のプロ」を素早く養成
　販売士検定は、流通・小売業で唯一の公的資格。販売・接客技術はもちろん、在庫管理やマーケティング、
労務・経営管理まで幅広く実践的な専門知識が身につくから、販売・接客スタッフだけでなく、営業職、企画
職など幅広い職種に活かせます。仕事の幅が広がるからスタッフのモチベーションもアップ。　販売士検定で、
スタッフのレベルと売上を一気にアップしてみませんか？

　即戦力となる学生が育つ資格　それが販売士２級です！
　どうすれば商品が売れるか、売れる商品を生み出せるかは、すべての業種
に共通する課題。そして流通・小売業で唯一の公的資格である販売士は、ま
さにこの課題に取り組む人材を育てる資格です。「学生に2級は難しいので
は？」と考えるかもしれませんが、チャレンジする学生は決して少なくはあ
りません。積極的に取得を推奨すれば、「即戦力となる学生」の育成ができ、
他校との差別化が可能となります。

　eco検定（環境社会検定試験®）
　複雑化する環境問題を、わかりやすく体系的に学べる！

　eco検定の知識を身につけることで、営業・企画の際、ビジネスと環境の相関を
取引先・顧客に的確に説明し理解を得られる提案力が身に付きます。業種・業態・
規模を問わず、すべてのビジネスパーソンの方の必修科目として、eco検定をお勧
めします。 
　企業の環境経営の推進にあたっては、社内の環境意識の底上げが欠かせません。
eco検定の導入により社内全体で環境マインドが高まり、社員の自主的な行動を促すことにつながります。

　簿記検定
　日商簿記検定でスキルとヤル気をアップ！
　経理事務に必要な会計知識とコスト感覚を養えます。　※「３級簿記講座」平成28年秋開催予定

　珠算検定
　“学ぶ基礎”づくりは考える力を育む「そろばん」で！
　計算力を養うだけではなく、集中力がつき、ものを考える力や応用力を育みます。

平成28年度 各種検定試験日程（年間スケジュール）：最終ページに詳細記載

－ 福祉住環境コーディネーターの
　　存在が重要視されています －
　介護保険制度や特定のサービスの枠組み
を超えたサービスを提供する上で、行政や
ＮＰＯ、民間企業・団体、各種医療機関や
介護の現場が一体となって推進していくこ
とが必要不可欠です。その中で、医療や介
護、住宅などの相関性を適切に理解し、全
体を俯瞰できる福祉住環境コーディネー
ターの存在がますます重要となってきます。

こんな方にオススメ！顧客への提案力に差がつく！
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Ｃ
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。
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平
成
27
年
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　通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

　
は
じ
め
に
和
田
衞
会
頭
よ
り

「
景
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一
部
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弱
さ
が
み
ら
れ

る
が
緩
や
か
な
回
復
基
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が
続
い

て
い
る
と
し
て
い
る
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中
国
経
済

の
減
速
懸
念
や
原
油
価
格
の
低
迷
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長
引
く
等
世
界
経
済
の
先
行
き

不
透
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感
を
受
け
日
本
経
済
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行
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も
不
安
感
が
あ
る
。
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い
て
は
徐
々
に
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き
て
い
る
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い
わ
れ

る
が
、中
小
企
業
を
抱
え
る
商
工

会
議
所
と
し
て
は
ま
だ
実
感
が
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
中
小

企
業
者
へ
の
各
種
支
援
事
業
を
強

力
に
推
進
し
て
ゆ
く
。

　
ま
た
、地
域
の
問
題
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北

　
　
小
松
商
工
会
議
所
の
中
長
期

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

　
　
中
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企
業
振
興
対
策
と
会
員

　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

１
．金
融
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務
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営
・記
帳
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労
務
等
の
相
談
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修
体
制
の

　
強
化

（
１
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規
模
事
業
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事
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講
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ナ
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務
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セ
ミ
ナ
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３
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４
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５
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７
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８
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小
松
サ
テ
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イ
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性
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並
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レ
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２
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３
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４
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光
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光
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光
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ウ
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仮
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５
）ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施
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６
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０
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青　年　部
吉
備
の
国
に
集
う

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
松
山
典
裕
）は
、
日
本
商
工
会
議

所
青
年
部
第
35
回
全
国
大
会「
吉
備
の
国
　
お
か
や
ま
大

会
」に
参
加
し
た
。

　
こ
の
全
国
大
会
は
、「
今
を
超
え
ろ
！
咲
き
誇
れ
！
Ｗｅ 

ａｒｅ 
ｔ
ｈｅ 
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
各
地
よ
り

５
，
９
６
８
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
登
録
し
、
岡
山
県
岡

山
市
に
集
結
し
た
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
会
員
総
会
で
は
、平
成
28
年
度
事
業
計
画

(

案)

や
収
支
予
算(
案)
等
が
審
議
さ
れ
、理
事
の
拍
手
を
以
て
承

認
さ
れ
た
。

　
20
日
の
記
念
式
典
で
は
、次
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長（
京
都
Ｙ
Ｅ

Ｇ
　
岡
村
寅
嗣
氏
）が
紹
介
さ
れ
、平
成
28
年
度
の
抱
負
を
語
っ

た
。ま
た
、次
年
度
開
催
予
定
の
全
国
会
長
研
修
会（
平
成
28
年
11

月
24
〜
26
日
　
兵
庫
県
加
古
川
市
）や
全
国
大
会（
平
成
29
年
２

月
23
〜
26
日
　
北
海
道
岩
見
沢
市
）の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、参
加
し
た

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
次
年
度
の
事
業
に
向
け
て
想
い
を
馳
せ
た
。

記念式典

観光文化委員会
こ
ま
つ
の
観
光
の
現
状
と
方
向
性
を
聞
く

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）は
、
こ

ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
兼
観
光
資
源
開
発
委

員
長
で
あ
る
株
式
会
社
冨
士
ト
ラ
ベ
ル
石
川
代
表
取
締
役

社
長
安
田
嘉
昌
氏
を
迎
え「
小
松
の
観
光
の
現
状
と
方
向

性
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
新
幹
線
開
業
効
果
は
金
沢
・
能
登
が
中
心
で
、
小
松
や
南
加
賀

で
は
一
部
業
種
の
み
で
あ
る
。
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
今
後
５
ヵ
年
で
「
産
業
観
光
推
進
」「
鉱
石
の
道
」「
難
関

突
破
の
道
」「
曳
山
２
５
０
年
」
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
事

業
プ
ラ
ン
を
進
め
て
行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
物
語

を
結
び
付
け
、
ロ
マ
ン
が
広
が
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
と
安

田
氏
は
話
し
た
。
さ
ら
に
小
松
の
食
や
九
谷
焼
な
ど
、
小
松
文
化

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
話
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
新
幹
線
敦
賀
開
業
後
の
対
応
や
小
松
空
港
Ｉ
Ｃ

建
設
、「
歌
舞
伎
の
ま
ち
こ
ま
つ
」
を
年
間
通
じ
て
誘
客
で
き
る
方

法
の
検
討
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
が
り
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。
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説明する安田氏 青年部岡山大会

常 議 員 会
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
25
名
出
席
の
も
と
常

議
員
会
を
開
催
し
次
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
本
所
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
中
小
企
業
者
へ
の
相
談
体
制
や
研
修
の
在
り
方
、

又
商
工
業
者
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
等
、
地
方
創
生
を

行
っ
て
ゆ
く
上
で
の
方
針
・
方
向
性
を
検
討
し
、
小
松
商

工
会
議
所
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
ゆ
く
。
昨
年
に

引
き
続
き
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
の
実
施
や
新
規
事
業
と

し
て
経
営
全
般
の
相
談
に
対
応
し
中
小
企
業
診
断
士
に
よ

る
相
談
窓
口
と
し
て
石
川
県
よ
ろ
ず
相
談
支
援
拠
点
小
松

サ
テ
ラ
イ
ト
の
設
置
、
他
に
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
や
空
店
舗
出
店
者
支
援
事
業
な
ど
次
年
度
取
り
組
む

各
種
事
業
に
つ
い
て
審
議
し
、
提
出
し
た
議
案
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
た
。

総務企画委員会
平
成
28
年
度
事
業
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
西
正
次
）は
、
平
成

28
年
度
本
所
事
業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
西
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
事
務
局
よ
り
平
成
28
年
度
本

所
の
重
点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
、
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
各
位
は

内
容
を
確
認
し
協
議
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
や
平
成
28
年
度
総
務
企
画
委
員
会
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て
も
協
議
し
、出
席
者
は
意
見
を
交
わ
し
合
っ

た
他
、
協
議
後
は
業
界
間
の
情
報
交
換
を
行
な
い
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
実
施
後
の
対
策
を
考
え
た
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
３
月
９
日
常
議
員
会
と
３
月

16
日
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

挨拶する西委員長

春季賃金問題講演会
企
業
の
業
績
と
経
済・政
治
動
向

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
加
賀
地
区
委

員
会
と
共
催
で
、
今
後
の
賃
金
交
渉
や
協
議
の
一
助
と
な

る
よ
う
、「『
新
し
い
経
営
の
あ
り
方
・
考
え
方
と
賃
金
問

題
』｜

労
使
の
真
摯
な
対
話
こ
そ
が
企
業
発
展
の
要

｜

」を

テ
ー
マ
に
、
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
師
に
は
東
京
経
営
者
協
会
顧
問
の
大
久
保
力
氏
を
招
き
、

市
内
外
の
18
事
業
所
よ
り
19
名
が
参
加
し
た
。

　
大
久
保
氏
は
は
じ
め
に
、
日
本
経
済
の
国
際
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
成
熟
経
済
社
会
の
到
来
に
よ
る
モ
ノ
の
買
い
替
え

期
間
の
長
期
化
を
ふ
ま
え
、
今
ま
で
と
同
じ
考
え
方
で
企
業
経

営
を
行
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
そ
の
後
、
現
在
の
経
済
動
向
と
今
後
の
見
込
み
や
最
近

の
企
業
の
行
動
と
業
績
結
果
、
ま
た
賃
金
決
定
を
め
ぐ
る
政

府
・
企
業
・
労
働
者
の
動
向
と
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
各
種

の
指
標
を
も
と
に
説
明
し
た
。

産業政策委員会
北
陸
経
済
情
勢
等
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
近
江
裕
二
）17
名
は
、
北

陸
財
務
局
総
務
管
理
官
の
田
中
敏
貴
氏
を
迎
え「
北
陸
経
済

情
勢
等
に
つ
い
て
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
26
日
発
表
の
北
陸
経
済
調
査
の
内
、
個
人
消

費
・
住
宅
建
設
・
公
共
事
業
・
生
産
・
雇
用
情
勢
・
金
融
・
企

業
倒
産
と
指
標
を
踏
ま
え
、
説
明
を
受
け
る
。

　
時
節
柄
、
北
陸
新
幹
線
開
業
１
周
年
で
あ
り
、
個
人
消
費
の

観
光
・
旅
行
関
連
は
ま
だ
ま
だ
勢
い
が
持
続
し
て
い
る
一
方
、

雇
用
情
勢
は
着
実
に
改
善
し
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
販
売

業
な
ど
一
部
で
は
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
い
る
と
の
統
計
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
、
金
融

機
関
の
融
資
姿
勢
・
政
府
や
財
務
省
の
方
針
に
つ
い
て
委
員
か

ら
質
問
が
多
数
挙
が
っ
た
。「
財
務
省
は
金
融
機
関
に
対
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
貸
出
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。」

と
話
さ
れ
た
。

3
14

3
12

3
2

3
3

会議所の動き

19・20

発表並びに意見交換をする参加者たち

中小企業相談所
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り

組
み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
、
市
内
の
事
業
所
14
社
よ
り
22
名
の
新
入
社
員
が

参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
１
日
目
は
㈱
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
・Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
の
奥
野

肇
氏
、
２
日
目
は
同
社
社
長
の
宮
永
満
祐
美
氏
が
務
め
、
社
会
人

と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
講
義
や
演
習
を
通
じ
て

レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
各
５
〜
６
名
で
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
１
日
目
は

社
会
人
と
学
生
の
違
い
や
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
社
員
を
目
指
す
か
意
見
を

出
し
合
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
、
名

刺
交
換
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
、
実
習
を
通
し
て

学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
心
構
え
や
行
動
を
学
び
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

3 9・10 小松商店会連盟
平
成
27
年
度
商
店
街
実
践
活
動
塾
　最
終
報
告
会

　
今
年
度
の
商
店
街
実
践
活
動
塾
で
は
、
小
松
市
内
３
地

区【
本
折
商
店
街（
振
）、
猫
の
御
坊
通
り
商
店
会
、
龍
助

町
会
】の
参
加
に
て
実
施
さ
れ
た
。

　
第
１
回
目（
10
月
６
日
）か
ら
最
終
報
告
会（
３
月
８
日
）の

期
間
、講
師
　
多
田
年
成
、山
口
哲
央
両
氏
の
指
導
の
も
と
、

分
科
会
並
び
に
合
同
に
よ
る
研
究
会
を
計
７
回
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の
現
状
を
見
直
す
為
、
地
域
資
源
や
町

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
の
方
向
性
や
具
体

策
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
洗
い
出
す
な
ど
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
龍
助
町
は「
こ
ま
つ
町
家
を
活
か
し
た
回
遊

街
道
」、
猫
の
御
坊
通
り
商
店
会
は「
北
陸
の
招
猫（
福
猫
）の

聖
地〝
猫
の
御
坊
通
り
〞」、
本
折
商
店
街
は「
３
世
代
が
賑

わ
う
門
前
町
本
折
通
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
。
最
終
成
果
報

告
が
３
地
区
代
表
よ
り
あ
っ
た
。

3
8

㈱office・CanDo
宮永満祐美社長

講師の大久保氏講師の田中敏貴氏 和田会頭挨拶議案審議
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小松商工会議所［2016.4］

青　年　部
吉
備
の
国
に
集
う

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
松
山
典
裕
）は
、
日
本
商
工
会
議

所
青
年
部
第
35
回
全
国
大
会「
吉
備
の
国
　
お
か
や
ま
大

会
」に
参
加
し
た
。

　
こ
の
全
国
大
会
は
、「
今
を
超
え
ろ
！
咲
き
誇
れ
！
Ｗｅ 

ａｒｅ 

ｔ
ｈｅ 

Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
各
地
よ
り

５
，
９
６
８
名
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
登
録
し
、
岡
山
県
岡

山
市
に
集
結
し
た
。

　
19
日
に
開
催
さ
れ
た
会
員
総
会
で
は
、平
成
28
年
度
事
業
計
画

(

案)

や
収
支
予
算(

案)

等
が
審
議
さ
れ
、理
事
の
拍
手
を
以
て
承

認
さ
れ
た
。

　
20
日
の
記
念
式
典
で
は
、次
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長（
京
都
Ｙ
Ｅ

Ｇ
　
岡
村
寅
嗣
氏
）が
紹
介
さ
れ
、平
成
28
年
度
の
抱
負
を
語
っ

た
。ま
た
、次
年
度
開
催
予
定
の
全
国
会
長
研
修
会（
平
成
28
年
11

月
24
〜
26
日
　
兵
庫
県
加
古
川
市
）や
全
国
大
会（
平
成
29
年
２

月
23
〜
26
日
　
北
海
道
岩
見
沢
市
）の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、参
加
し
た

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
次
年
度
の
事
業
に
向
け
て
想
い
を
馳
せ
た
。

記念式典

観光文化委員会
こ
ま
つ
の
観
光
の
現
状
と
方
向
性
を
聞
く

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）は
、
こ

ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
兼
観
光
資
源
開
発
委

員
長
で
あ
る
株
式
会
社
冨
士
ト
ラ
ベ
ル
石
川
代
表
取
締
役

社
長
安
田
嘉
昌
氏
を
迎
え「
小
松
の
観
光
の
現
状
と
方
向

性
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
新
幹
線
開
業
効
果
は
金
沢
・
能
登
が
中
心
で
、
小
松
や
南
加
賀

で
は
一
部
業
種
の
み
で
あ
る
。
こ
ま
つ
観
光
物
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
今
後
５
ヵ
年
で
「
産
業
観
光
推
進
」「
鉱
石
の
道
」「
難
関

突
破
の
道
」「
曳
山
２
５
０
年
」
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
事

業
プ
ラ
ン
を
進
め
て
行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
物
語

を
結
び
付
け
、
ロ
マ
ン
が
広
が
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
と
安

田
氏
は
話
し
た
。
さ
ら
に
小
松
の
食
や
九
谷
焼
な
ど
、
小
松
文
化

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
話
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
新
幹
線
敦
賀
開
業
後
の
対
応
や
小
松
空
港
Ｉ
Ｃ

建
設
、「
歌
舞
伎
の
ま
ち
こ
ま
つ
」
を
年
間
通
じ
て
誘
客
で
き
る
方

法
の
検
討
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
が
り
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

22
23

説明する安田氏 青年部岡山大会

常 議 員 会
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、
正
副
会
頭
・
常
議
員
25
名
出
席
の
も
と
常

議
員
会
を
開
催
し
次
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
本
所
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
中
小
企
業
者
へ
の
相
談
体
制
や
研
修
の
在
り
方
、

又
商
工
業
者
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
等
、
地
方
創
生
を

行
っ
て
ゆ
く
上
で
の
方
針
・
方
向
性
を
検
討
し
、
小
松
商

工
会
議
所
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
ゆ
く
。
昨
年
に

引
き
続
き
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
の
実
施
や
新
規
事
業
と

し
て
経
営
全
般
の
相
談
に
対
応
し
中
小
企
業
診
断
士
に
よ

る
相
談
窓
口
と
し
て
石
川
県
よ
ろ
ず
相
談
支
援
拠
点
小
松

サ
テ
ラ
イ
ト
の
設
置
、
他
に
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
や
空
店
舗
出
店
者
支
援
事
業
な
ど
次
年
度
取
り
組
む

各
種
事
業
に
つ
い
て
審
議
し
、
提
出
し
た
議
案
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
た
。

総務企画委員会
平
成
28
年
度
事
業
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
西
正
次
）は
、
平
成

28
年
度
本
所
事
業
計
画（
案
）等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
西
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
事
務
局
よ
り
平
成
28
年
度
本

所
の
重
点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
、
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
各
位
は

内
容
を
確
認
し
協
議
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
総
務
企
画
委
員
会
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
や
平
成
28
年
度
総
務
企
画
委
員
会
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て
も
協
議
し
、出
席
者
は
意
見
を
交
わ
し
合
っ

た
他
、
協
議
後
は
業
界
間
の
情
報
交
換
を
行
な
い
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
実
施
後
の
対
策
を
考
え
た
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
３
月
９
日
常
議
員
会
と
３
月

16
日
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

挨拶する西委員長

春季賃金問題講演会
企
業
の
業
績
と
経
済・政
治
動
向

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
加
賀
地
区
委

員
会
と
共
催
で
、
今
後
の
賃
金
交
渉
や
協
議
の
一
助
と
な

る
よ
う
、「『
新
し
い
経
営
の
あ
り
方
・
考
え
方
と
賃
金
問

題
』｜

労
使
の
真
摯
な
対
話
こ
そ
が
企
業
発
展
の
要

｜

」を

テ
ー
マ
に
、
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
講
師
に
は
東
京
経
営
者
協
会
顧
問
の
大
久
保
力
氏
を
招
き
、

市
内
外
の
18
事
業
所
よ
り
19
名
が
参
加
し
た
。

　
大
久
保
氏
は
は
じ
め
に
、
日
本
経
済
の
国
際
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
成
熟
経
済
社
会
の
到
来
に
よ
る
モ
ノ
の
買
い
替
え

期
間
の
長
期
化
を
ふ
ま
え
、
今
ま
で
と
同
じ
考
え
方
で
企
業
経

営
を
行
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
そ
の
後
、
現
在
の
経
済
動
向
と
今
後
の
見
込
み
や
最
近

の
企
業
の
行
動
と
業
績
結
果
、
ま
た
賃
金
決
定
を
め
ぐ
る
政

府
・
企
業
・
労
働
者
の
動
向
と
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
各
種

の
指
標
を
も
と
に
説
明
し
た
。

産業政策委員会
北
陸
経
済
情
勢
等
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
近
江
裕
二
）17
名
は
、
北

陸
財
務
局
総
務
管
理
官
の
田
中
敏
貴
氏
を
迎
え「
北
陸
経
済

情
勢
等
に
つ
い
て
」と
題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
26
日
発
表
の
北
陸
経
済
調
査
の
内
、
個
人
消

費
・
住
宅
建
設
・
公
共
事
業
・
生
産
・
雇
用
情
勢
・
金
融
・
企

業
倒
産
と
指
標
を
踏
ま
え
、
説
明
を
受
け
る
。

　
時
節
柄
、
北
陸
新
幹
線
開
業
１
周
年
で
あ
り
、
個
人
消
費
の

観
光
・
旅
行
関
連
は
ま
だ
ま
だ
勢
い
が
持
続
し
て
い
る
一
方
、

雇
用
情
勢
は
着
実
に
改
善
し
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
販
売

業
な
ど
一
部
で
は
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
い
る
と
の
統
計
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
、
金
融

機
関
の
融
資
姿
勢
・
政
府
や
財
務
省
の
方
針
に
つ
い
て
委
員
か

ら
質
問
が
多
数
挙
が
っ
た
。「
財
務
省
は
金
融
機
関
に
対
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
貸
出
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。」

と
話
さ
れ
た
。

3
14

3
12

3
2

3
3

会議所の動き

19・20

発表並びに意見交換をする参加者たち

中小企業相談所
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り

組
み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
、
市
内
の
事
業
所
14
社
よ
り
22
名
の
新
入
社
員
が

参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
１
日
目
は
㈱
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
・Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
の
奥
野

肇
氏
、
２
日
目
は
同
社
社
長
の
宮
永
満
祐
美
氏
が
務
め
、
社
会
人

と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
講
義
や
演
習
を
通
じ
て

レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
各
５
〜
６
名
で
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
１
日
目
は

社
会
人
と
学
生
の
違
い
や
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
社
員
を
目
指
す
か
意
見
を

出
し
合
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
、
名

刺
交
換
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
、
実
習
を
通
し
て

学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
心
構
え
や
行
動
を
学
び
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

3 9・10 小松商店会連盟
平
成
27
年
度
商
店
街
実
践
活
動
塾
　最
終
報
告
会

　
今
年
度
の
商
店
街
実
践
活
動
塾
で
は
、
小
松
市
内
３
地

区【
本
折
商
店
街（
振
）、
猫
の
御
坊
通
り
商
店
会
、
龍
助

町
会
】の
参
加
に
て
実
施
さ
れ
た
。

　
第
１
回
目（
10
月
６
日
）か
ら
最
終
報
告
会（
３
月
８
日
）の

期
間
、講
師
　
多
田
年
成
、山
口
哲
央
両
氏
の
指
導
の
も
と
、

分
科
会
並
び
に
合
同
に
よ
る
研
究
会
を
計
７
回
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
の
現
状
を
見
直
す
為
、
地
域
資
源
や
町

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
の
方
向
性
や
具
体

策
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
洗
い
出
す
な
ど
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
龍
助
町
は「
こ
ま
つ
町
家
を
活
か
し
た
回
遊

街
道
」、
猫
の
御
坊
通
り
商
店
会
は「
北
陸
の
招
猫（
福
猫
）の

聖
地〝
猫
の
御
坊
通
り
〞」、
本
折
商
店
街
は「
３
世
代
が
賑

わ
う
門
前
町
本
折
通
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
。
最
終
成
果
報

告
が
３
地
区
代
表
よ
り
あ
っ
た
。

3
8

㈱office・CanDo
宮永満祐美社長

講師の大久保氏講師の田中敏貴氏 和田会頭挨拶議案審議
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中小企業相談所
撮
影
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

　
本
所
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
カ
タ
ロ
グ
用
の
写
真
撮
影

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
為
、「
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

か
ら
学
ぶ
写
真
撮
影
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
ツ
ボ
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
た
。

　
当
日
は
現
役
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
講
師
に
招
き
、
市

内
か
ら
25
名
の
本
所
会
員
が
自
前
の
デ
ジ
カ
メ
や
自
社
の

商
品
を
持
参
し
受
講
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
講
師
は
デ
ジ
カ
メ
の
機
能
を
改
め

て
説
明
し
、
ま
た
色
々
な
物
の
映
え
る
撮
影
方
法
を
実
演

し
な
が
ら
講
義
し
た
。

　
受
講
し
た
会
員
は
、
時
折
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
講
師
の

説
明
を
熱
心
に
聴
き
、
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
写
真
撮

影
の
実
演
を
見
入
っ
た
。
そ
し
て
、
自
社
の
商
品
を
効
果

的
に
撮
影
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
等
講
師
に
質
問

し
た
。

空港・都市政策委員会・観光文化委員会
合 同 委 員 会

　
本
所
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
堀
伸
市
）と
観

光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
山
本
政
弘
）は
小
松
市
ま
ち
デ

ザ
イ
ン
第
１
課
長
の
山
本
直
樹
氏
ら
を
迎
え
、「
北
陸
新
幹

線
小
松
駅
舎
の
進
捗
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に

合
同
委
員
会
を
開
催
し
、37
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、平
成
35
年
春
の
北
陸
新
幹
線
金
沢‐

敦
賀
間
開
業
に

向
け
進
め
ら
れ
て
い
る
、用
地
取
得・埋
蔵
文
化
財
調
査
及
び
高
架

橋・駅
舎
工
事
ま
で
の
全
体
計
画
の
説
明
が
あ
り
、小
松
市
で
は
今

後
、移
転
対
象
の
住
宅
用
地
の
取
得
交
渉
が
本
格
化
す
る
。小
松
駅

舎
に
つ
い
て
は
、デ
ザ
イ
ン
検
討
会・パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を

経
て
、「
ふ
る
さ
と
の
伝
統
を
未
来
に
つ
な
ぐ『
か
け
は
し
』〜
北
陸
の

際
立
っ
た
ま
ち・国
際
都
市
こ
ま
つ
に
出
会
え
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
〜
」を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
要
望
書
を
昨
年
12
月
鉄
道・運
輸
機
構
に

提
出
し
て
い
る
。要
望
書
で
は
、地
域
産
木
材
の
利
用
に
よ
る
温
か
み

の
あ
る
空
間
の
創
出
や
利
用
者
が
使
用
し
や
す
い
通
路
や
ト
イ
レ
、

待
合
室
及
び
駅
に
近
い
高
架
下
駐
車
場
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
、市

と
し
て
も
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
る
よ
う

要
望
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
小
松
開
業
に
向
け
て

3
22

講師の実演を熱心に見る受講者

会議所の動き

3
22

山本まちデザイン第1課長

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』

　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
４
月
15
日
〜

６
月
30
日
の
間
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福

祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に

お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』は
、
経
営
者
・

役
員
の
皆
様
の
保
障
や
退
職
金
準
備
、
相
続

対
策
、
保
険
料
の
全
額
損
金
算
入
、
１
／
２

損
金
算
入
に
よ
る
決
算
対
策
の
他
、
入
院
・

介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　
商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株

式
会
社
の
担
当
社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に

は
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

小松商工会議所
経営支援課

☎0761-21-3121

問い合わせ問い合わせ

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
商
工
会
議
所

共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進

を
目
的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
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産
木
材
の
利
用
に
よ
る
温
か
み

の
あ
る
空
間
の
創
出
や
利
用
者
が
使
用
し
や
す
い
通
路
や
ト
イ
レ
、

待
合
室
及
び
駅
に
近
い
高
架
下
駐
車
場
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
、市

と
し
て
も
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
る
よ
う

要
望
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
小
松
開
業
に
向
け
て

3
22

講師の実演を熱心に見る受講者

会議所の動き

3
22

山本まちデザイン第1課長

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』

　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
４
月
15
日
〜

６
月
30
日
の
間
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福

祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に

お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』は
、
経
営
者
・

役
員
の
皆
様
の
保
障
や
退
職
金
準
備
、
相
続

対
策
、
保
険
料
の
全
額
損
金
算
入
、
１
／
２

損
金
算
入
に
よ
る
決
算
対
策
の
他
、
入
院
・

介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　
商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株

式
会
社
の
担
当
社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に

は
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

小松商工会議所
経営支援課

☎0761-21-3121

問い合わせ問い合わせ

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
商
工
会
議
所

共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進

を
目
的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
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　北
出
建
築
工
房Plus

で
は
、赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
に
も
や
さ
し
い

本
物
の
天
然
素
材
の
家
づ
く
り
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　人
は一生
の
60
％
以
上
を
家
の
中

で
過
ご
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。い

か
に
家
の
中
の
室
内
環
境
が
大
事
か

わ
か
り
ま
す
よ
ね
？

　空
気
を
き
れ
い
に
す
る
沖
縄
サ
ン

ゴ
の
塗
り
壁
や
、有
害
な
ガ
ス
を
発

生
し
な
い
植
物
成
分
の
塗
料
を
使
用

し
、ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
お

悩
み
の
方
に
も
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。北
欧
パ
イ
ン
の
家
具
や

見
せ
る・仕
舞
う
収
納（
モ
ダ
ン

調
の
シ
ス
テ
ム
収
納
）な
ど
石
川

で
は
自
社
で
し
か
取
り
扱
っ
て

い
な
い
家
具
や
本
物
の
自
然
素

材
の
家
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
家
づ
く
り
を

お
考
え
の
あ
な
た
の
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

身体にやさしいコットンの壁紙や
琉球珊瑚の塗り壁を使用

“K box style cafe”
1/7にGLAND OPEN
カフェのようなここちいい
空間を目指しています。

オーナーメイドの
家づくり専門店

代表
北出　真一さん

天然素材で仕上げた自社オリジナル
無垢材を使用した北欧パインの家具

○所在地　小松市矢田新町カ124
○ＴＥＬ・FAX　0761－44－2393
○定休日　水曜日
○アドレス
　http://shin-kk.wix.com/ie-kas

IE home/ 北出建築工房 plus
代　表　 北出　真一
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↓福井

金沢↑
南部中
●学校

月津
小学校●

N
IE home/★
北出建築工房plus

華
つ
う
し
ん

女
性
会

NO.208

　小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、各
種
研

修
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、研
鑽

に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
振

興
は
も
と
よ
り
、環
境
の
保
全
、福

祉
の
増
進
、青
少
年
の
健
全
な
育

成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　「会
議
所
会
頭
を
囲
む
会
」や
県

内
及
び
全
国
の
商
工
会
議
所
女
性

会
と
の
交
流
、発
足
よ
り
継
続
し

て
行
っ
て
き
た「
地
球
に
や
さ
し
い

ケ
ナ
フ
」の
啓
発
や「
環
境（
ゴ
ミ
）

問
題
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」「
世
界
の

外
貨
募
金
」の
実
施
な
ど
、様
々
な

事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　ま
た
、昨
年
10
月
22
日
〜
24
日

に
は
第
47
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、石
川
の
魅
力
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代

に
挑
み
、女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や

か
な
感
性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い

に
活
か
し
て
、積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　当
会
で
は
、一緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所

に
従
事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会

費
は
１
万
円
。

 

詳
し
く
は
、☎
21
・
３
１
２
１
ま

で
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

●マルエー 分校小学校
●

　本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す

る
際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製

品
や
商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等

の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し

て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー

ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日

　毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

▼
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ

　Ａ
４・Ｂ
５
サ
イ
ズ（
基
準
サ
イ
ズ
）

▼
利
用
料
金

　４
１
，１
６
０
円（
税
込
）
　
　

▼
送
付
先

　本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁・

団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　毎
月
約
３
，６
０
０
部

▼
申
込
締
切

　送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

に
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課

　
　☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

　小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
等
の一部
を
改
正
す
る
法
律
」に
よ
り
、以
下
の
と
お
り
平
成
28
年
４
月
１

日（
予
定
）に
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、今
回
の
制
度
改
正
に
関
し
ご
契
約
者
に
必
要
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
主
な
改
正
点
】

１
．共
済
事
由
の
引
上
げ

（
１
）以
下
の
事
由
が
準
共
済
事
由
か
ら
Ａ
共
済
事
由
に
見
直
し
。

　◎
個
人
事
業
主
の「
個
人
事
業
主
が
配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業
の
譲

渡
」

　◎
共
同
経
営
者
の「
個
人
事
業
主
の
配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業
の
全

部
譲
渡
に
伴
い
、配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業（
共
同
経
営
者
の
地

位
）を
全
部
譲
渡
」

（
２
）以
下
の
事
由
が
準
共
済
事
由
か
ら
Ｂ
共
済
事
由
に
見
直
し
。

　◎
会
社
等
役
員
の「
会
社
等
役
員
の
退
任（
疾
病・負
傷・死
亡・解
散

を
除
く
）」の
う
ち
、会
社
等
役
員
の
退
任
日
に
お
い
て
65
歳
以
上

の
場
合

２
．共
済
金
を
受
給
で
き
る
遺
族
の
範
囲
の
拡
大

　
　共
済
金
を
受
給
で
き
る
遺
族
に『
共
済
契
約
者
と
生
計
維
持
関
係

が
な
か
っ
た「
ひ
孫
」と「
甥・姪
」』が
追
加
。

３
．分
割
共
済
金
の
支
給
回
数
の
増
加

　
　年
４
回
か
ら
年
６
回
の
支
給
。※

改
正
前
に
手
続
き
を
さ
れ
た
場

合
は
変
更
の
対
象
外
。

４
．申
込
金
の
廃
止

　
　「共
済
契
約
の
申
込
み
」と「
増
額
の
申
込
み
」の
お
手
続
き
の
際

に
、現
金
の
申
込
金
が
な
く
て
も
手
続
き
が
可
能
。

５
．掛
金
月
額
の
減
少（
減
額
）の
要
件
廃
止

　
　掛
金
月
額
の
減
少
を
行
う
際
の
要
件(

減
額
要
件)

が
廃
止
。直
接

中
小
機
構
に
申
し
込
み
可
能
。

※

ご
加
入・掛
金
増
口
は
本
所
経
営
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
報

小
規
模
企
業
共
済
制
度
が

　
　
　
　一部
改
正
と
な
り
ま
す

平
成
28
年
度
４
月（
予
定
）よ
り

問い合わせ先 検　索中小企業基盤整備機構共済制度ホームページ
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を
発

生
し
な
い
植
物
成
分
の
塗
料
を
使
用

し
、ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
お

悩
み
の
方
に
も
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。北
欧
パ
イ
ン
の
家
具
や

見
せ
る・仕
舞
う
収
納（
モ
ダ
ン

調
の
シ
ス
テ
ム
収
納
）な
ど
石
川

で
は
自
社
で
し
か
取
り
扱
っ
て

い
な
い
家
具
や
本
物
の
自
然
素

材
の
家
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
家
づ
く
り
を

お
考
え
の
あ
な
た
の
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
嬉
し
く
思
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ま
す
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“K box style cafe”
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な
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想
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に
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▼
送
付
先

　本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁・

団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　毎
月
約
３
，６
０
０
部

▼
申
込
締
切

　送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

に
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納

品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課

　
　☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

　小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、「
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
等
の一部
を
改
正
す
る
法
律
」に
よ
り
、以
下
の
と
お
り
平
成
28
年
４
月
１

日（
予
定
）に
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、今
回
の
制
度
改
正
に
関
し
ご
契
約
者
に
必
要
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
主
な
改
正
点
】

１
．共
済
事
由
の
引
上
げ

（
１
）以
下
の
事
由
が
準
共
済
事
由
か
ら
Ａ
共
済
事
由
に
見
直
し
。

　◎
個
人
事
業
主
の「
個
人
事
業
主
が
配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業
の
譲

渡
」

　◎
共
同
経
営
者
の「
個
人
事
業
主
の
配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業
の
全

部
譲
渡
に
伴
い
、配
偶
者
又
は
子
へ
の
事
業（
共
同
経
営
者
の
地

位
）を
全
部
譲
渡
」

（
２
）以
下
の
事
由
が
準
共
済
事
由
か
ら
Ｂ
共
済
事
由
に
見
直
し
。

　◎
会
社
等
役
員
の「
会
社
等
役
員
の
退
任（
疾
病・負
傷・死
亡・解
散

を
除
く
）」の
う
ち
、会
社
等
役
員
の
退
任
日
に
お
い
て
65
歳
以
上

の
場
合

２
．共
済
金
を
受
給
で
き
る
遺
族
の
範
囲
の
拡
大

　
　共
済
金
を
受
給
で
き
る
遺
族
に『
共
済
契
約
者
と
生
計
維
持
関
係

が
な
か
っ
た「
ひ
孫
」と「
甥・姪
」』が
追
加
。

３
．分
割
共
済
金
の
支
給
回
数
の
増
加

　
　年
４
回
か
ら
年
６
回
の
支
給
。※

改
正
前
に
手
続
き
を
さ
れ
た
場

合
は
変
更
の
対
象
外
。

４
．申
込
金
の
廃
止

　
　「共
済
契
約
の
申
込
み
」と「
増
額
の
申
込
み
」の
お
手
続
き
の
際

に
、現
金
の
申
込
金
が
な
く
て
も
手
続
き
が
可
能
。

５
．掛
金
月
額
の
減
少（
減
額
）の
要
件
廃
止

　
　掛
金
月
額
の
減
少
を
行
う
際
の
要
件(

減
額
要
件)

が
廃
止
。直
接

中
小
機
構
に
申
し
込
み
可
能
。

※
ご
加
入・掛
金
増
口
は
本
所
経
営
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

チ
ラ
シ
同
封

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

小
松
商
工
会
議
所
会
報

小
規
模
企
業
共
済
制
度
が

　
　
　
　一部
改
正
と
な
り
ま
す

平
成
28
年
度
４
月（
予
定
）よ
り

問い合わせ先 検　索中小企業基盤整備機構共済制度ホームページ



APR.
2016

小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

4
月
号（
６
２
５
号
）

平
成
28
年
３
月
30
日
発
行
（
毎
月
30
日
発
行
）

16

編
集
・
発
行
　小
松
商
工
会
議
所 

〒
９
２
３
ー
８
５
６
６ 

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

　
　
　
　
　
　☎
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
１
　Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
０

平成28年度
小松商工会議所各種検定試験日程表

☆日商PC検定（ネット試験）会場☆
☆㈲ドリームカレッジ
　〒923-0043　小松市一針町ホ４７番地
　TEL0761-21-8700
　http://www.dream-college.com

【お問合せ先】
小松商工会議所　事業課
石川県小松市園町二１
TEL0761-21-3121
FAX0761-21-3120

東
京
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検定名 級 試験日 申込登録期間 合格発表 受験料
福祉住環境
コーディネー
ター
３級10:00～
２級13:30～
各120分

第36回 2・3級 7月10日（日） 個人： 4月26日（火）～ 5月27日（金）
団体： 4月26日（火）～ 5月25日（水） ８月１２日（金）

２級：６，４８０円
３級：４，３２０円

第37回 2・3級 11月27日（日）個人： 9月 13日（火）～10月 14日（金）
団体： 9月 13日（火）～10月 12日（水）

平成２９年
１月６日（金）

環境社会検定
【ECO検定】
13:30～
120分

第20回 − 7月24日（日） 個人： 5月10日（火）～ 6月10日（金）
団体： 5月10日（火）～ 6月8日（水） ８月２６日（金）

５，４００円
第21回 − 12月18日（日）個人： 10月4日（火）～11月4日（金）

団体： 10月4日（火）～11月2日（水）
平成２９年
１月２０日（金）

★東商検定のお申込みは東商検定センターTEL03−3989−0777
 または、hｔｔｐ：//www.kentei.org/ から直接お申込み下さい。

日
本
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検定名 級 試験日 申込受付期間 合格発表 受験料

簿記

第
143回

1級

６月１２日（日） ４月４日（月）～５月１３日（金）
8月上旬

１級：７，７１０円
２級：４，６３０円
３級：２，５７０円
４級：１，６４０円

2～4
級 ６月２０日（月）

第
144回

1級
１１月２０日（日） ９月１２日（月）～１０月２１日（金）

平成29年
1月中旬

2～4
級

１１月２８日
（月）

第
145回

2～4
級

平成２９年
２月２６日（日）

１２月１９日（月）～
平成２９年１月２７日（金）

平成２９年
３月６日（月）

  ★簿記検定はインターネット申込もできます。詳細は小松商工会議所ホームページにて。
（http://www.komatcci.or.jp/)

リテールマー
ケティング
（販売士）

第78回 2・3級 7月9日（土） ５月９日（月）～６月１７日（金） 7月29日（金）
２級：５，６６０円
３級：４，１２０円第79回 2・3級 平成29年

2月15日（水）
１２月１２日（月）～

平成２９年１月２０日（金）
平成29年

3月8日（水）

珠算
9：00～

第
207回

1～3
級 6月26日（日） ４月１８日（月）～５月２５日（水） １級：２，１００円

２級：１，５７０円
３級：１，３６０円
４～６級：９４０円
 段位全段：
　　２，６２０円
珠算：２，２６０円
暗算：１，１３０円

第
208回

1～3
級 10月23日（日） ８月１５日（月）～９月２１日（水）

第
209回

1～3
級

平成29年
2月12日（日） １２月５日（月）～平成２９年１月１１日（水）

日商PC検定
（文章作成）

（データ活用）
★ネット試験★

1級
10月2日（日）

各試験会場による

☆市内パソコンスクールに委託しておりますので、
日商PC検定のお申込みは下記の試験会場へ直
接お申込み下さい。

１級：
　 １０，２９０円
２級：７，２００円
３級：５，１４０円
Basic：
　　４，１２０円    

平成29年
2月19日（日）

2級
各試験会場に

よる3級

Basic




